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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月26日(2016.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１種類のペンタフルオロプロペンを含む第１の反応流を、式（ＩＩ）：
　ＣＨＸ＝ＣＺＣＦ３　　（ＩＩ）
（式中、Ｘ及びＺは、それぞれ独立してＨ又はＦであり、但しＸとＺは同一ではない）
の少なくとも１種類の化合物を含む最終生成物流に転化させる方法であって、第１の反応
流を、少なくとも１種類のペンタフルオロプロペンを式（ＩＩ）の少なくとも１種類の化
合物に転化させるのに有効な条件下で処理することを含み；
　かかる条件が、最終生成物流中に形成される３，３，３－トリフルオロプロペンの濃度
を約４０ｐｐｍ未満に実質的に制限するのに有効なものであり；
　処理工程が、
　（ａ）少なくとも１種類のペンタフルオロプロペンを反応させて、少なくとも１種類の
ペンタフルオロプロパン及び式（Ｉ）：
　ＣＨ２ＸＣＨＺＣＦ３　　（Ｉ）
（式中、Ｘ及びＺは、それぞれ独立してＨ又はＦであり、但しＸとＺは同一ではない）
の少なくとも１種類の化合物を含む第１の生成物流を得て；そして
　（ｂ）式（Ｉ）の少なくとも１種類の化合物を第１の生成物流から分離して、分離され
た生成物流及び第２の反応流を得る；ことを含み、ここで、分離された生成物流は第２の
反応流よりも高い重量％の式（Ｉ）の少なくとも１種類の化合物を含む上記方法。
【請求項２】
　（ｃ）第２の反応流を、式（ＩＩ）の少なくとも１種類の化合物を生成させるのに有効
な条件下で反応させることを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　（ｄ）分離された生成物流を、式（ＩＩ）の少なくとも１種類の化合物を生成させるの
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に有効な条件下で反応させることを更に含み、反応工程（ｄ）は、式（Ｉ）の少なくとも
１種類の化合物を、１種類以上の金属オキシフッ化物触媒、金属フッ化物又は金属オキシ
フッ化物担体上の第ＶＩＩＩ族貴金属、及びこれらの組合せからなる群から選択される脱
水素化触媒又は複数の脱水素化触媒の組合せに曝露することを含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項４】
　１種類以上の第ＶＩＩＩ族貴金属が、Ｐｔ、Ｒｈ、Ｒｕ、Ｐｄ、Ｉｒ、及びこれらの組
合せからなる群から選択され、金属フッ化物及び金属オキシフッ化物が、Ｎｉ、Ｃｏ、Ｍ
ｇ、Ｚｒ、Ａｌ、Ｇａ、Ｃｒ、Ｌａ、Ｙ、Ｆｅ、及びこれらの組合せのフッ化物及びオキ
シフッ化物からなる群から選択される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　反応工程（ｄ）が、式（Ｉ）の少なくとも１種類の化合物を、Ｏ２、ＣＯ２、Ｎ２Ｏ、
及びこれらの混合物からなる群から選択される１種類以上の酸化剤に曝露することを更に
含む、請求項３に記載の方法。
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